
© NEC Corporation 2022

WebSAM DeploymentManager
Ver6.12
PCキッティング 簡易ガイド 第1版

2022年 11月

日本電気株式会社

DeploymentManagerホームページ： http://jpn.nec.com/websam/deploymentmanager/

http://jpn.nec.com/websam/deploymentmanager/


本ガイドは、WebSAM DeploymentManager(以降、DPMと表記す
る場合があります)に初めて触れる方を対象として、DPMの一括OS
展開機能を利用してビジネスPCに対するWindows OSのキッティン
グを効率的に行う手順について、説明しています。
より詳しい使用方法は、以下のサイトに掲載されている各マニュア
ルを参照してください。
http://jpn.nec.com/websam/deploymentmanager/download.html
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1. キッティング作業概要

◆ キッティング作業で使用するDPMの機能

◼ ディスク複製OSインストール機能

• マスタイメージ(複製元となるマスタマシンのHDDイメージ)を、複数のPCに展開する

機能です。

• DPMの一括OS展開モードをONにすると、展開先のPCでの作業はケーブル接続や

ブート順位の設定のみで、展開先のPCを起動するだけで自動的にディスク複製OS

インストールの機能が動作します。

管理サーバ

複製元マスタマシン

個性反映
されたHDD

初期化したマスタマシン
のディスクイメージを採取

マスタイメージを
コピー&個性反映

展開先PC

HDD

マスタ
イメージ

個性反映
されたHDD

DPMサーバ



© NEC Corporation 20226

1. キッティング作業概要

コンソール端末

・Webコンソール

管理サーバ・Windows Server 2019
・DPMサーバ
・IIS
・DHCPサーバ

Webコンソールは管理
サーバと同じマシンで動
作させることもできます。

キッティング対象のPC

ネットワークセグメント

管理サーバとキッティング対象の
PCは同一セグメントとします。

※黒字のコンポーネントは、DPMの製品媒体だけで実現できます。
赤字のコンポーネントは、別途用意する必要があります。

※DHCPサーバは、キッティング中のネットワークブート処理内で一時的に使用するIPアドレスを払い出すために使用します。
DHCPサーバを設置する場合でも、各管理対象マシンのOS稼動時には固定IPアドレスを使用することは可能です。

マスタマシン

・Windows 10

◆ システム構成

本書で説明するシステム構成は、以下の通りです。

◼ 管理サーバが1台

◼ DHCPサーバを使用する(管理サーバとDHCPサーバが同居)

◼ キッティング後にDPMを使用した環境の運用管理を行わない

Windows 11にも対応しています。
DPMクライアントは不要です。

「2.4. Windows PEイメージの
作成・配置」でインターネット
への接続が必要です。他の章の
作業では必要ありません。インターネット

ネットワーク
スイッチ
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1. キッティング作業概要

◆ 用語説明

用語 説明

管理サーバ DPMサーバのインストール先のサーバです。

DPMサーバ DPMのコンポーネントの一つです。管理サーバにインストールします。
管理対象のPC(管理対象マシン)の管理を行い、Webコンソールからの指示により管理対象マシン
に対する処理を実行します。

IIS Microsoft Internet Information Servicesの略称です。
管理サーバ上で構築し、DPMでWebベースの機能を提供するために使用します。

Webコンソール 管理対象マシンの状況確認や、管理対象マシンに対する処理を実行するユーザインタフェースで
す。

DHCPサーバ ネットワークブートによる運用を行う場合に、IPアドレスを払い出すために使用します。
管理サーバ上で構築します。

マスタマシン マスタイメージの複製元として、使用するPCです。
マスタマシンを手動構築後に、DPMを使用してマスタイメージを取得します。

管理対象マシン DPMの機能の実行対象となるマシンです。本書では、マスタマシンやキッティング対象のPCが
該当します。
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1. キッティング作業概要

◆ 作業の流れ（１）

本書で紹介する作業の流れについて説明します。

◼ 「2. 環境構築、準備」

管理サーバにDPMサーバをインストールし、初期設定を行います。

また、マスタマシンのバックアップやキッティングの一括OS展開時に使用する

WindowsPEイメージの作成作業を行います。

2.1. インストール前の準備

2.2. DPMサーバのインストール

2.3. ログイン、初期設定

2.4. Windows PEイメージの作成・配置
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1. キッティング作業概要

◆ 作業の流れ（２）

◼ 「3. マスタイメージ作成」

マスタマシンを構築し、DPMを使用してキッティングで使用するマスタマシンのイ

メージを作成します。

また、マスタマシンのイメージ作成時にマスタマシンの個性を削除するため、マスタ

イメージ作成前後にマスタマシンの復旧のための作業も行います。

3.1. マスタマシン構築、登録

3.2. シナリオグループを追加する

3.4. マスタマシンのバックアップ(復旧用)

3.5. マスタイメージ作成の準備

3.6. マスタイメージ作成

3.7. マスタマシン復旧

3.3. マスタマシンのディスク構成のチェック
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1. キッティング作業概要

◆ 作業の流れ（３）

◼ 「4. キッティング作業」

DPMの一括OS展開モードをONにして、キッティング作業を行います。

一括OS展開モードを有効にすると、キッティング対象のPCをネットワークにつなげて

起動するだけで、ディスク複製OSインストールの処理が自動的に行われるようになり

ます。

キッティング完了後は、CSVファイルのレポートで結果確認を行います。

4.1. 一括OS展開の準備

4.3. キッティング作業

4.4. 一括OS展開モードをOFF

4.5. キッティング作業結果確認

4.2. 一括OS展開モードをON
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1. キッティング作業概要

◆ 作業の流れ（４）

◼ 「4.3. キッティング作業」について

「4.3. キッティング作業」では、次の図のように複数PCへのマスタイメージ

の展開作業を同時に並行して行うことが可能です。

※デフォルトでは、最大で5並列の展開処理が可能です。

出荷
1
台
目

PCに
ケーブル
接続

ブート
設定 再起動 自動ﾏｽﾀｲﾒｰｼﾞ展開

完了を
確認

2
台
目

PCに
ケーブル
接続

ブート
設定 再起動

3
台
目

PCに
ケーブル
接続

ブート
設定 再起動

自動ﾏｽﾀｲﾒｰｼﾞ展開

自動ﾏｽﾀｲﾒｰｼﾞ展開

出荷完了を
確認
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1. キッティング作業概要

◆ キッティング作業に際して事前に必要な情報（１）

キッティング作業に際して、あらかじめ用意が必要なパラメータについて以下

に記載します。

項目 備考 本書での設定例

ユーザ名 DeploymentManagerへのログインで使用します。 sysadmin

パスワード DeploymentManagerへのログインで使用します。
任意の文字列を設定可能です。

P@ssw0rd

ライセンスキー DPMのライセンスキー
XXXXX-XXXXX-XXXXX-XXXXX-XXXXX の形式

（省略）

■ DeploymentManager

項目 説明 本書での設定例

IPアドレス範囲(先頭) ネットワークブートで使用します。 192.168.1.50

IPアドレス範囲(最終) ネットワークブートで使用します。 192.168.1.100

サブネットマスク ネットワークブートで使用します。 255.255.255.0

■ DHCPサーバ

項目 説明 本書での設定例

IPアドレス ディスク複製OSインストール時の対象マシンからの
DPMサーバへの接続先情報として使用します。

192.168.1.1

■管理サーバ
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1. キッティング作業概要

◆ キッティング作業に際して事前に必要な情報（２）

■ DeploymentManager

項目 備考 本書での設定例

マシングループ名 管理対象マシンの登録先のマシン
グループの名前。

・マスタマシンの登録先のグループ名: group-01
・キッティング対象PCの登録先グループ名: 
AutoOSDeployment

シナリオグループ
名

新規に作成するシナリオ登録先の
シナリオグループの名前。

ScenarioGroup-01

シナリオ名 DPMの各操作で使用するシナリオ
の名前。

・バックアップシナリオ(復旧用): System_Backup_win10
・バックアップシナリオ(ディスク複製インストール用):

System_MasterImage_win10
・リストアシナリオ(復旧用): System_Restore_Unicast_win10
・一括OS展開のシナリオ: System_AutoDeploy_win10

イメージファイル
名

DPMにより取得するイメージファ
イルの名前。

・バックアップシナリオ(復旧用)、リストアシナリオ(復旧用)
C:¥DeployBackup¥backup_win10.lbr
・マスタイメージ、バックアップシナリオ(ディスク複製インス
トール用)、一括OS展開のシナリオ
C:¥DeployBackup¥masterimage_win10.lbr

マスタマシンの
識別名

マスタイメージの取得元のマシン
の識別名。

win10

OSパスワード 展開先マシンのパスワード P@ssw0rd

対象モデル名 一括OS展開モードがONの時、電
源ONされたマシンがキッティング
対象モデルかどうか確認します。

PC-MJE34BZFC



2. 環境構築、準備
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DPMをインストールする管理サーバに役割の追加やDHCPサーバの

設定を行います。

2.1. インストール前の準備

◆ 管理サーバに、IIS、DHCPなどの役割を追加

DPMをインストールする管理サーバ（Windows Server 2019）に、インター

ネットインフォメーションサービス(IIS)、DHCPなどの役割を追加します。

◼ Powershellを管理者として起動します。

◼ IIS等の役割を追加します。Powershellの以下のコマンドを実行してください。

◼ 次に、DHCPの役割を追加します。Powershellの以下のコマンドを実行して

ください。

PS> Add-WindowsFeature Web-Server,Web-Static-Content,Web-Asp-Net45

PS> Add-WindowsFeature DHCP -IncludeManagementTools -IncludeAllSubFeature
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2.1. インストール前の準備

◆ DHCPサーバ設定

◼ キッティング中にネットワークブート(PXEブート)でPCに払い出すIPアドレ

スの範囲について、以下の設定を行います。

• IPv4:

• 払い出すIPアドレスの範囲: 192.168.1.50 - 192.168.1.100

• サブネットマスク: 255.255.0.0

◼ Powershellを管理者として実行し、 Powershellの以下のコマンドを実行し

てください。

PS> Add-DhcpServerv4Scope -Name PC -StartRange 192.168.1.50 -EndRange 192.168.1.100 -

SubnetMask 255.255.255.0
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管理サーバにDPMサーバをインストールします。

2.2. DPMサーバのインストール

◆ 管理サーバにDPMサーバをインストール（１）

◼ インストールするマシンに、管理者権限のあるユーザでログオンしてください。

◼ インストール媒体をDVDドライブにセットします。「DeploymentManagerセットアッ

プ」画面が起動しますので、「DPMサーバ」を選択します。

◼ 「インストールコンポーネントの選択」画面が表示されますので、「OK」をクリック

します。
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2.2. DPMサーバのインストール

◆ 管理サーバにDPMサーバをインストール（２）

.Net Frameworkをインストールします。

◼ 「.NET Framework 4.7.2 セットアップ」画面が表示されますので、ライセンス条項を

確認後、「同意する」にチェックを入れて、「インストール」をクリックします。

◼ インストールが完了すると、インストール完了確認画面が表示されますので、「完

了」をクリックします。
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2.2. DPMサーバのインストール

◆ 管理サーバにDPMサーバをインストール（３）

.NET Framework 4.7.2の日本語 Language Packをインストールします。

◼ 「日本語 Language Pack セットアップ」画面が表示されますので、ライセンス条項を

確認後、「同意する」にチェックを入れて、「インストール」をクリックします。

◼ インストールが完了すると、インストール完了確認画面が表示されますので、「完

了」をクリックします。
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2.2. DPMサーバのインストール

◆ 管理サーバにDPMサーバをインストール（４）

DeploymentManager(DPMサーバ)をインストールします。

◼ 「DeploymentManager(DPMサーバ) セットアップ」ウィザードが開始されますので、

「次へ」をクリックします。

◼ 「インストール先の選択」画面が表示されますので、インストール先のフォルダを指定

して、「次へ」をクリックします。
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2.2. DPMサーバのインストール

◆ 管理サーバにDPMサーバをインストール（５）

◼ 「データベースの接続情報の設定」画面が表示されますので、そのまま「OK」をク

リックします。

◼ 「データベースインストール」画面が表示されますので、そのまま「OK」をクリック

します。

◼ 続いて「データベースインストール」画面が表示されますので、そのまま「OK」をク

リックします。



© NEC Corporation 202222

2.2. DPMサーバのインストール

◆ 管理サーバにDPMサーバをインストール（６）

◼ 「詳細設定」画面が表示されますので、そのまま「OK」をクリックします。

◼ 「共有フォルダの情報設定」の画面が表示されますので、「共有フォルダを作成す

る」のチェックをオンにして、 その他の項目はそのままで「OK」をクリックします。
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2.2. DPMサーバのインストール

◆ 管理サーバにDPMサーバをインストール（７）

◼ 最後に、「InstallShield Wizardの完了」画面が表示されますので、「完了」をクリッ

クします。

以上で、.NET Framework、DeploymentManager(DPMサーバ)のインストールは完了で

す。
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DPMにログインして、初期設定を行います。

2.3. ログイン、初期設定

◆ Webコンソールを起動してログイン

◼ 管理サーバ、または管理サーバと通信できるマシンでブラウザ(Microsoft Edge)を起動

して、以下にアクセスします。

• http://ホスト名/DPM/

–ホストには、Web コンソールから接続する管理サーバのDNS名、またはIPアドレスを入力します。

–大文字小文字の区別はありません。

–ブラウザのキャッシュの設定を無効にしてください。

◼ DPMのWebコンソールが起動しますので、ユーザ名、パスワードを入力して、「ログ

イン」をクリックします。インストール直後のデフォルトアカウントはadmin/admin

です。

admin

admin
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2.3. ログイン、初期設定

◆ お知らせダイアログボックス確認（１）

◼ ログイン完了後、「お知らせダイアログ」が表示されますので内容を確認します。

◼ ×ボタンをクリックして、「お知らせダイアログ」を閉じます。
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2.3. ログイン、初期設定

◆ お知らせダイアログボックス確認（２）

◼ 続いて、「お知らせダイアログ」が表示されますので、内容を確認します。

◼ 「今後、このダイアログボックスを表示しない」に、チェックを入れます。
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2.3. ログイン、初期設定

◆ お知らせダイアログボックス確認（３）

◼ 「お知らせダイアログ」の内容が変わりますので、内容を確認します。

◼ ×ボタンをクリックして、「お知らせダイアログ」を閉じます。
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2.3. ログイン、初期設定
◆ ライセンスキー登録

DPMを使用するために、ライセンスキーの登録が必要です。

◼ Webコンソールのタイトルバーの「管理」をクリックし、「管理」ビューに切り替え

ます。

◼ 「管理」ビューの「ライセンス」を選択して、「設定」メニューの｢ライセンスキー追

加｣をクリックします。

◼ 「ライセンスキー追加」画面が表示されますので、ライセンスキーを入力して「OK」

をクリックすると、入力したライセンスキー情報が登録されます。複数ライセンス

キーを登録する場合は、ライセンスキーの数だけ繰り返し行ってください。

管理

ライセンスキー追加

ライセンス
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2.3. ログイン、初期設定

◆ ユーザ追加（１）

デフォルトのユーザを使い続けるのは危険なため、デフォルトのユーザを削除し、新規の

システム管理者(Administrator権限)のユーザを追加します。

◼ 「管理」ビューから「ユーザ」を選択して、「設定」メニューの「ユーザ追加」をク

リックします。

ユーザ

管理

ユーザ追加
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2.3. ログイン、初期設定

◆ ユーザ追加（２）

「ユーザ追加」画面が表示されますので、以下の各項目を入力して、「OK」をクリック

します。

◼ Administrator権限のユーザを追加します。

◼ ユーザ名欄とパスワード欄を記入して「OK」をクリックします。

• 例として、ユーザ名を「sysadmin」、パスワードを「P@ssw0rd」で説明します。

sysadmin

P@ssw0rd
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2.3. ログイン、初期設定

◆ デフォルトユーザの削除

今後使用されないように、デフォルトユーザ(admin)を削除します。

◼ 「ユーザ一覧」から、デフォルトユーザ(admin)にチェックを入れて「ユーザ削除」を

クリックします。

◼ ユーザ削除確認画面が表示されますので、「OK」をクリックします。
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2.3. ログイン、初期設定

◆ ログアウト

新しく追加したAdministrator権限を持つユーザ(sysadmin)でログインしなおすために、

いったんログアウトします。

◼ タイトルバーの「ログアウト」をクリックします。



© NEC Corporation 202233

2.3. ログイン、初期設定

◆ 新ユーザでログイン

新しく追加したユーザ(sysadmin)でログインします。

◼ 「DeploymentManagerログイン」画面で、ユーザ名「sysadmin」、パスワードを入力

して、「ログイン」ボタンをクリックします。

sysadmin



© NEC Corporation 202234

キッティングの際に使用するWindows PEイメージを作成します。 Windows PEイ

メージの作成のため、管理サーバに、Windows ADK、およびWindows PE アド

オン(ADK用)をインストールします。

2.4. Windows PEイメージの作成・配置

◆ Windows ADK、Windows PE アドオン(ADK用)のダウンロード

◼ 下記URLのページにアクセスします。

https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-hardware/get-started/adk-install

◼ インストール対象のOSに対応するADKをダウンロードします。

今回はWindows 10のインストールを行うため、「Windows ADK for Windows 10 バー

ジョン 2004」をクリックして、 「adksetup.exe」をダウンロードします。

◼ 上記ADKに対応するWindows PE アドオン(ADK用)もダウンロードします。

今回はWindows 10のインストールを行うため、「ADK バージョン 2004 のWindows 

PE アドオン」をクリックして、 「adkwinpesetup.exe」をダウンロードします。

https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-hardware/get-started/adk-install
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2.4. Windows PEイメージの作成・配置

◆ Windows ADKのインストール

◼ 管理サーバ上で、adksetup.exeを実行します。

※インターネットに接続した環境で実行してください。

◼ 途中、インストール場所や機能の選択の画面が表示されますが、デフォルトの設定の

まま進めます。
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2.4. Windows PEイメージの作成・配置

◆ Windows PE アドオン(ADK用)のインストール

◼ 管理サーバ上で、 adkwinpesetup.exeを実行します。

※インターネットに接続した環境で実行してください。

◼ 途中、インストール場所や機能の選択の画面が表示されますが、デフォルトの設定の

まま進めます。
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2.4. Windows PEイメージの作成・配置

◆ キッティング対象のPCのドライバを確認し、ダウンロード

キッティング対象のPCについて、作成するWindows PEイメージに含むためのドライバを

確認し、管理サーバ上にダウンロードします。

◼ 本書では、キッティング対象のPCの機種はNECのビジネスPCで「2022年発表のMate/

タイプMB」(PC-MJE34BZFC)として確認します。機種に応じて読み替えてください。

◼ 以下のビジネスPCの製品サイトにアクセスして、ドライバ情報のページを表示します。

[NECのビジネスPC Mate & VersaPro] https://jpn.nec.com/products/bizpc/

→[サポート情報(ダウンロード)]→[ドライバ・ソフトウェア]

• 「ドライバ・ソフトウェア」のページより、「Windows 10 64ビット用（2015年10月以降に発表

されたモデル）」の項に記載の「Mate」をクリックします。

• 「Windows 10 64ビット用ドライバ(Mate,Mate J)」のページより、「2022年発表モデル」をク

リックすると、ドライバ情報の表が表示されます。

◼ ドライバ情報に[有線LAN]、[AHCI・RAID]のドライバがある場合は、ドライバを入手

する必要があります。

「2022年発表のMate/タイプMB」では、[有線LAN]が該当しますので、 [有線LAN]の

ドライバのファイル「22q3_td_lan_91.zip」をダウンロードします。

■補足
• 上記の確認方法は、DeploymentManager製品サイトの対応装置一覧のページに記載されています。

https://jpn.nec.com/websam/deploymentmanager/dousa2.html#anc-businesspc
• 対応装置一覧のページの「ビジネスPCの対応装置」→「バックアップ/リストア 」にリンクされているPDF

ファイルを確認してください。

https://jpn.nec.com/products/bizpc/
https://jpn.nec.com/websam/deploymentmanager/dousa2.html#anc-businesspc
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2.4. Windows PEイメージの作成・配置

◆ キッティング対象のPCのドライバを配置

◼ 管理サーバ上に、新規に以下のフォルダを作成します。

C:¥NEC¥module¥drivers

◼ 前ページで入手したドライバの圧縮ファイルを展開します。

本書では、 ファイル「22q3_td_lan_91.zip」を入手しましたので、本ファイルを展開

します。

◼ 展開して作成されたファイル群を、上記で作成したフォルダC:¥NEC¥module¥drivers

下にコピーします。

本書では、zipファイルを展開して作成された「LAN」フォルダ配下一式をコピーしま

す。
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2.4. Windows PEイメージの作成・配置

◆ Windows PEイメージ作成・配置ツール(WinPEBuildImage.bat)の実行
Windows PEイメージ作成・配置ツール(WinPEBuildImage.bat)を実行して、管理サーバに
Windows PEイメージの作成、配置を実行します。

◼ C:¥Program Files 
(x86)¥NEC¥DeploymentManager¥DPMWinPE¥WinPEBuildImage¥WinPEBuildImage.bat 
を管理者として実行します。

◼ 下記の選択肢のうち、1を入力して、[Enter]を押します。

◼ 以下が表示されると、Windows PEイメージの作成と配置の処理が完了です。

※下記が表示されるまで、コマンドプロンプトを終了しないでください。

処理時間の目安は10～15分です。

---------------------------------------------------------------------------

Windows PEイメージを作成後、DPMサーバに配置しますか? 1～3を入力してください。

1：Windows PEイメージ作成⇒DPMサーバ配置

2：DPMサーバ配置のみ

3：Windows PEイメージ作成のみ

（他の端末で作成したWindows PEイメージをDPMサーバに配置する場合は、2を選択）

---------------------------------------------------------------------------

[1-3] ? :1

Windows PEブートイメージの作成・配置を終了します。



3.マスタイメージ作成
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マスタマシンを、キッティング対象のPCのベースイメージと

して利用できるように手動で構築し、DPMに登録します。

3.1. マスタマシン構築、登録

◆ マスタマシンの構築

◼ マスタマシンにWindows 10のインストールを実施し、マスタマシンで業務が実施でき

るようにします。

◼ 必要に応じて、その他のアプリケーションのインストールも行います。

◼ マスタマシンにDPMクライアントのインストールは不要です。
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3.1. マスタマシン構築、登録

◆ マスタマシンのネットワークブートの設定、再起動

作成したWindows PEイメージをネットワークブートするための設定を行います。

◼ マスタマシンのPCの初回起動時にBIOS設定のツールを起動します。

• 本書で紹介するPC-MJE34BZFCでは、電源を入れた後すぐに[F2]を数回押します。

◼ デバイスのブート順位の変更やネットワークブートの有効化を行い、 DPMで管理する

NICでネットワークブートを行うように変更します。

• MJE34/B-Cでは、「Startup」メニューで、「First Boot Device」を「Network」に設定します。

次に、「Startup」メニューで、「First Network Device」を「Network 1」に設定します。

• MJE34/B-Cでは、 「Devices」メニューにある「Network Setup」メニューで、「PXE IPV4 

Network Stack」を「Enabled」に設定します。

◼ 設定を保存して(PC-MJE34BZFCでは[F10]押下)、再起動を行います。

複数のNICが搭載されたマシンをDPMに登録する場合、
DPMで管理を行うNICのみHDDより上位に設定し、それ

以外はHDDより下位に設定してください。

ネットワークブートの有効化
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3.1. マスタマシン構築、登録

◆ マシングループ追加

マスタイメージを作成するために、マスタマシン(管理対象マシン)を登録します。

まず、マスタマシンの登録先となるマシングループを追加します。

◼ Webコンソール上でタイトルバーの「運用」をクリックし、「運用」ビューに切り替

えます。

◼ 「運用」ビューから「マシン」を選択して、「設定」メニューの「グループ追加」を

クリックします。

• 「お知らせダイアログ」が表示される場合は、 「今後、このダイアログボックスを表示しない」

にチェックを入れて閉じてください。

マシン

グループ追加

運用
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3.1. マスタマシン構築、登録

◆ マシングループ追加

◼ 「グループ追加」画面が表示されますので、名前欄に任意のマシングループ名を入力

して、「OK」をクリックします。

• 例として、「group-01」というグループ名で説明します。

group-01
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3.1. マスタマシン構築、登録

◆ マシングループにマスタマシン登録（１）

追加したマシングループにマスタマシン(管理対象マシン)を登録します。

◼ マスタマシンの初回起動時のネットワークブートによりDPMサーバがマスタマシンを認

識すると、「新規マシン」グループ配下に情報が作成されています。

• 「新規マシン」グループが表示されていない場合は、しばらく待って「画面更新」をクリックして

ください。

• 上記を行っても「新規マシン」グループが表示されていない場合は、以下を試してください。

–管理サーバとマスタマシンが通信できるか(マスタマシンから管理サーバにpingが通るか確認する)

–ファイアウォールでDPMの通信ポートがふさがれていないか確認する。

–マスタマシンを再起動する。

◼ 「新規マシン一覧」上のマスタマシンのチェックボックスにチェックを入れて「マシン

追加」をクリックします。

• 新規マシンが複数ある場合は「MACアドレス」/「UUID」でマスタマシンを識別してください。

• MACアドレスとUUIDの確認方法は「付録. PCのMACアドレス、UUID確認方法」を参照してくださ

い。

新規マシン

マシン追加
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3.1. マスタマシン構築、登録

◆ マシングループにマスタマシン登録（２）

◼ 「新規マシン追加」画面が表示されますので、グループ名欄で「group-01」を選択し

ます。

◼ マシン名はDPMにより自動設定されます。

◼ 識別名には、任意項目で、任意の名前を設定することができます。入力する場合は登

録するマシン間でユニークな名前を設定してください。

• 例として、「win10」という識別名で説明します。

group-01

win10win10
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3.1. マスタマシン構築、登録

◆ マシングループにマスタマシン登録（３）

◼ Deploy-OS欄では、「5. Windows PEイメージの作成・配置」で作成した「Windows 

PE …」を選択します。

◼ 下方にスクロールして、「OK」をクリックします。
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3.1. マスタマシン構築、登録

◆ マシングループにマスタマシン登録（４）

◼ マシングループ「group-01」に、管理対象マシンとして、「win10」(識別名で表示)が

登録されたことを確認します。

win10

win10
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今後作成するDPMのシナリオの登録先となるシナリオグルー

プを追加します。

3.2. シナリオグループを追加する

◆ シナリオグループの追加（１）

◼ Webコンソールでタイトルバーの「運用」をクリックし、「運用」ビューに切り替え

ます。

◼ 「運用」ビューから「シナリオ」を選択して、「設定」メニューの「グループ追加」

をクリックします。

グループ追加
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3.2. シナリオグループを追加する

◆ シナリオグループの追加（２）

◼ 「シナリオグループ追加」画面が表示されますので、名前欄に任意のシナリオグルー

プ名を入力して、「OK」をクリックします。

• 例として「ScenarioGroup-01」という名前で説明します。



© NEC Corporation 202251

ディスク構成チェックシナリオを実行して、今後実行するバックアップ・リストア

の対象ディスクのディスク番号情報を確認します。

3.3. マスタマシンのディスク構成のチェック

◆ ディスク構成チェックシナリオの割り当て・実行（１）

◼ 「運用」ビューから、マシングループ「group-01」を選択して、「管理対象マシン

一覧」上の「win10」にチェックを入れます。

◼ 操作プルダウンボックスから「シナリオ割り当て」を選択します。

シナリオ割り当て

group-01

win10

win10
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3.3. マスタマシンのディスク構成のチェック

◆ ディスク構成チェックシナリオの割り当て・実行（２）

◼ 「シナリオ割り当て」画面が表示されますので 、「参照」をクリックすると、「シナ

リオ選択」画面が表示されますので、「Built-in Scenarios」配下の

「System_DiskProbe」を選択して「OK」をクリックします。

◼ 「シナリオ割り当て」画面の「すぐに実行」をクリックします。
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3.3. マスタマシンのディスク構成のチェック

◆ ディスク構成チェックシナリオの割り当て・実行（３）

◼ 確認画面が表示されますので、「OK」をクリックします。
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3.3. マスタマシンのディスク構成のチェック

◆ ディスク構成チェックシナリオの割り当て・実行（４）

ディスク構成チェックシナリオが実行されます。

◼ シナリオ実行後、手動で、マスタマシンの起動・再起動を行ってください。

• マシンが起動している場合は、手動でOS再起動してください。

• マシンの電源がOFFの場合は、手動で電源を入れてください。

◼ マスタマシンの画面でディスク構成チェックの実行を確認できます。

• ネットワークブートにより、Deploy-OSが配信され、ディスク構成チェックが実行されます。

192.168.1.1192.168.1.50 255.255.255.0

192.168.1.1./
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3.3. マスタマシンのディスク構成のチェック

◆ ディスク構成チェック結果の確認（１）

ディスク構成チェック結果を確認します。

◼ Webコンソール上で、タイトルバーの「運用」をクリックして、「運用」ビューに切

り替えます。

◼ 「運用」ビューから、マシングループの「group-01」を選択して、「管理対象マシン

一覧」上の「win10」をクリックします。

group-01

win10

win10
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3.3. マスタマシンのディスク構成のチェック

◆ ディスク構成チェック結果の確認（２）

◼ 「管理対象マシン詳細」画面が表示されますので、「ディスク情報」の「詳細」をク

リックします。

win10

win10

Microsoft Windows 10 Pro x64
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3.3. マスタマシンのディスク構成のチェック

◆ ディスク構成チェック結果の確認（３）

◼ 「ディスク詳細」、「ディスク一覧」にマスタマシン「win10」の情報が表示されます。

◼ 表示されるディスクの情報を確認して、マスタマシンのOSがインストールされている

ディスクのディスク番号を確認してください。

※パーティションの情報は、使用しないため確認不要です。

◼ 本書の下記例では、PCにディスクが一つのみ搭載されていることが確認できます。

ディスク番号は1のため、今後のディスク番号の指定では1を指定します。

win10

win10
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マスタイメージ作成時に、マスタマシンの個性を削除する必要がありますが、マス

タイメージ作成後に復旧できるように、現時点のマスタマシンのバックアップを行

います。

3.4. マスタマシンのバックアップ(復旧用)

◆ バックアップシナリオの作成（１）

◼ ディスク構成チェックで確認したディスク番号の情報を使用します。

◼ 運用ビューから、シナリオグループの「Built-in Scenarios」を選択して、

「System_Backup」をチェックして「シナリオコピー」をクリックします。
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3.4. マスタマシンのバックアップ(復旧用)

◆ バックアップシナリオの作成（２）

◼ 「シナリオコピー」画面が表示されますので、シナリオ名欄に任意のシナリオ名を入力

します。

• 例として、ディスク番号1番のバックアップを行う場合、「System_Backup_win10」というシナ

リオ名で説明します。

◼ 「バックアップ/リストア」タブに切り替えて、イメージファイル名を入力します。

• 例として「C:¥DeployBackup¥backup_win10.lbr」というイメージファイル名で説明します。

◼ ディスク番号欄に「1」と記入されていることを確認します。

System_Backup_win10

C:¥DeployBackup¥backup_win10.lbr
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3.4. マスタマシンのバックアップ(復旧用)

◆ バックアップシナリオの作成（３）

◼ 下方にスクロールして、ディスク情報欄にバックアップしたいディスクの情報を入力し

ます。

◼ 今回の例では、ディスク番号欄に「1」が設定されていることを確認します。
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3.4. マスタマシンのバックアップ(復旧用)

◆ バックアップシナリオの作成（４）

◼ 下方にスクロールして、「コピー先」欄で「ScenarioGroup-01」を選択して、「OK」

をクリックします。
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3.4. マスタマシンのバックアップ(復旧用)

◆ バックアップシナリオの割り当て/実行（１）

作成したバックアップシナリオ(復旧用)を、マスタマシン(管理対象マシン)に割り当て/実

行します。

◼ 「運用」ビューから、マシングループの「group-01」を選択して、「管理対象マシン

一覧」上の「win10」にチェックを入れます。

◼ 操作プルダウンボックスから「シナリオ割り当て」を選択します。

シナリオ割り当て

group-01

win10 192.168...



© NEC Corporation 202263

3.4. マスタマシンのバックアップ(復旧用)

◆ バックアップシナリオの割り当て/実行（２）

◼ 「シナリオ割り当て」画面が表示されますので 、「参照」をクリックします。

◼ 「シナリオ選択」画面が表示されますので「ScenarioGroup-01」配下の

「System_Backup_win10」を選択して「OK」をクリックします。

◼ 「シナリオ割り当て」画面の「すぐに実行」をクリックします。

System_Backup_win10

System_Backup_win10
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3.4. マスタマシンのバックアップ(復旧用)

◆ バックアップシナリオの割り当て/実行（３）

◼ 確認画面が表示されますので、「OK」をクリックします。

◼ シナリオ実行後、手動で、マスタマシンの起動・再起動を行ってください。

• マシンが起動している場合は、手動でOS再起動してください。

• マシンの電源がOFFの場合は、手動で電源を入れてください。
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3.4. マスタマシンのバックアップ(復旧用)

◆ バックアップの進捗状況確認（１）

Webコンソール画面からバックアップの進捗状況を確認できます。

◼ バックアップを実行しているマシンの「シナリオ実行中」をクリックすることでバッ

クアップの進捗状況を確認できます。

win10

win10

win10
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3.4. マスタマシンのバックアップ(復旧用)

◆ バックアップの進捗状況確認（２）

◼ マスタマシンの画面ではバックアップの進捗状況が確認できます。

• バックアップ時間は、環境により異なります。

192.168.1.1192.168.1.50 255.255.255.0

192.168.1.1./
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マスタマシンに対してマスタイメージを採取できる状態にしま

す。

3.5. マスタイメージ作成の準備

◆ マスタマシン上のSysprepファイルのコピー

ツールを利用して、マスタマシン上にSysprepファイルをコピーします。

◼ マスタマシンに管理者権限を持つユーザでログオンします。

◼ DPMの製品媒体より、以下のツールを実行します。

◼ 以下のダイアログが表示されます。「OK」をクリックします。

◼ ツールの実行が完了すると以下が表示されます。

<インストール媒体>:¥DPM¥TOOLS¥ExpressSysprep¥Windows¥Copy-ExpressSysprep-NonClient.vbs
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3.5. マスタイメージ作成の準備

◆ Sysprep.batの実行
◼ ディスク複製インストールの処理時に接続するDPM サーバ情報を編集します。

• 以下のように管理サーバIPを設定します。

◼ 「ファイル名を指定して実行」でSysprepを実行します。「名前」ボックスに以下のコマン
ドを入力し、「Enter」キーを押します。
※Administrator 以外のユーザでマスタマシンにログオンしている場合は、管理者として実行してください。

• 以下のような画面が表示されます。画面の指示に従って操作します。

• Sysprep.bat の実行後、自動的にマスタマシンの電源がOFF になります。

※マスタマシンが再起動した場合は、POST 画面でDHCP サーバからIP アドレスを取得する直前
に電源ボタンを押して電源をOFF にしてください。

<OS が起動しているドライブ>:¥Sysprep¥Express-Server.ini

ServerIP=192.168.1.1

FTUnicastPort=26508

<OSが起動しているドライブ>:¥Sysprep¥Sysprep.bat
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マスタイメージ作成の準備ができましたので、マスタマシンのバックアップ(ディス

ク複製インストール用)を行うことでマスタマシンのイメージ作成を行います。

3.6. マスタイメージ作成

◆ バックアップシナリオの作成（１）

◼ ディスク構成チェックで確認したディスク番号の情報を使用します。

◼ 「運用」ビューから、シナリオグループの「Built-in Scenarios」を選択して、

「System_Backup」をチェックして「シナリオコピー」をクリックします。
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3.6. マスタイメージ作成

◆ バックアップシナリオの作成（２）

◼ 「シナリオコピー」画面が表示されますので、シナリオ名欄に任意のシナリオ名を入力

します。

• 例として、ディスク番号1番のバックアップを行う場合、「System_MasterImage_win10」という

シナリオ名で説明します。

◼ 「バックアップ/リストア」タブに切り替えて、イメージファイル名を入力します。

• 例として「C:¥DeployBackup¥masterimage_win10.lbr」というイメージファイル名で説明します。

◼ ディスク番号欄に「1」と記入されていることを確認します。

System_MasterImage_win10

C:¥DeployBackup¥masterimage_win10.lbr
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3.6. マスタイメージ作成

◆ バックアップシナリオの作成（３）

◼ 下方にスクロールして、ディスク情報欄にバックアップしたいディスクの情報を入力し

ます。

◼ 今回の例では、ディスク番号欄に「1」が設定されていることを確認します。



© NEC Corporation 202272

3.6. マスタイメージ作成

◆ バックアップシナリオの作成（４）

◼ 下方にスクロールして、 「バックアップ設定」の「イメージ種別」の選択を「ディス

ク複製OSインストール用イメージ」に選択します。
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3.6. マスタイメージ作成

◆ バックアップシナリオの作成（５）

◼ 「オプション」タブをクリックします。

◼ 「シナリオ実行動作設定」の「シナリオ終了時に対象マシンの電源をOFFにする」の

チェックをオンにします。

System_MasterImage_win10
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3.6. マスタイメージ作成

◆ バックアップシナリオの作成（６）

◼ 下方にスクロールして、「コピー先」欄で「ScenarioGroup-01」を選択して「OK」を

クリックします。
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3.6. マスタイメージ作成

◆ バックアップシナリオの割り当て/実行（１）

作成したバックアップシナリオ(ディスク複製インストール用)を、マスタマシン(管理対象

マシン)に割り当て/実行します。

◼ 「運用」ビューから、マシングループの「group-01」を選択して、「管理対象マシン

一覧」上の「win10」にチェックを入れます。

◼ 操作プルダウンボックスから「シナリオ割り当て」を選択します。

シナリオ割り当て

group-01

win10
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3.6. マスタイメージ作成

◆ バックアップシナリオの割り当て/実行（２）

◼ 「シナリオ割り当て」画面が表示されますので 、「参照」をクリックします。

◼ 「シナリオ選択」画面が表示されますので「ScenarioGroup-01」配下の

「System_MasterImage_win10」を選択して「OK」をクリックします。

◼ 「シナリオ割り当て」 画面の「すぐに実行」をクリックします。

System_MasterImage_win10

System_MasterImage_win10

System_MasterImage_win10
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3.6. マスタイメージ作成

◆ バックアップシナリオの割り当て/実行（３）

◼ 確認画面が表示されますので、「OK」をクリックします。

◼ シナリオ実行後、手動で、マスタマシンの起動・再起動を行ってください。

• マシンが起動している場合は、手動でOS再起動してください。

• マシンの電源がOFFの場合は、手動で電源を入れてください。
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3.6. マスタイメージ作成

◆ バックアップの進捗状況確認（１）

Webコンソール画面からバックアップの進捗状況を確認できます。

◼ バックアップを実行しているマシンの「シナリオ実行中」をクリックすることでバッ

クアップの進捗状況を確認できます

win10

win10

win10
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3.6. マスタイメージ作成

◆ バックアップの進捗状況確認（２）

◼ マスタマシンの画面ではバックアップの進捗状況が確認できます。

• バックアップ時間は、環境により異なります。

192.168.1.1192.168.1.50 255.255.255.0

192.168.1.1./
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マスタイメージを作成できましたので、マスタマシンを個性が削除された

状態から元に戻すため、復旧用イメージを使用してリストアを行います。

3.7. マスタマシン復旧

◆ リストアシナリオの作成（１）

◼ リストアの手順はバックアップシナリオ完了後に行ってください。

◼ 「運用」ビューから、シナリオグループの「Built-in Scenarios」を選択します。

◼ 「シナリオ一覧」の「System_Restore_Unicast」にチェックを入れて「シナリオコ

ピー」をクリックします。

シナリオコピー
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3.7. マスタマシン復旧

◆ リストアシナリオの作成（２）

◼ シナリオ名欄に任意のシナリオ名を入力します。

• 例として「System_Restore_Unicast_win10」の名前で説明します。

◼ 「バックアップ/リストア」タブに切り替えて、 イメージファイル欄に対象のイメージ

ファイル名を入力します。

• 例として、「C:¥DeployBackup¥backup_win10.lbr」で説明します。

C:¥DeployBackup¥backup_win10.lbr

System_Restore_Unicast_win10
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3.7. マスタマシン復旧

◆ リストアシナリオの作成（３）

◼ 下方にスクロールして、ディスク情報欄の設定を行います。

• 例として「ディスク番号」は1番目のディスクを指定する場合について説明します。

• ディスク一覧の既定で設定されている行の編集アイコンをクリックします。

• 「ディスク編集」の画面が表示されるので、「ディスク番号(元)」と「ディスク番号(先)」にそれ

ぞれ1を入力し、「ディスク全体」のチェックをオンにして、「適用」をクリックします。
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3.7. マスタマシン復旧

◆ リストアシナリオの作成（４）

◼ 下方にスクロールして、「コピー先」欄で「ScenarioGroup-01」を選択して、「OK」

をクリックします。

ScenarioGroup-01
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3.7. マスタマシン復旧

◆ リストアシナリオの割り当て/実行（１）

◼ 「運用」ビューからマシングループの「group-01」を選択して、「管理対象マシン

一覧」上の「win10」にチェックを入れます。

◼ 操作プルダウンボックスから「シナリオ割り当て」を選択します。

group-01

シナリオ割り当て

win10
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3.7. マスタマシン復旧

◆ リストアシナリオの割り当て/実行（２）

◼ 「シナリオ割り当て」画面が表示されますので、「参照」をクリックすると、「シナ

リオ選択画面」の「ScenarioGroup-01」配下の「System_Restore_Unicast_win10」

を選択して「OK」をクリックします。

◼ 「シナリオ割り当て」画面の「すぐに実行」をクリックします。

System_Restore_unicast_win10

System_Restore_unicast_win10

System_Restore_unicast_win10
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3.7. マスタマシン復旧

◆ リストアシナリオの割り当て/実行（３）

◼ 確認画面が表示されますので、「OK」をクリックします。

◼ シナリオ実行後、手動で、マスタマシンの起動・再起動を行ってください。

• マシンが起動している場合は、手動でOS再起動してください。

• マシンの電源がOFFの場合は、手動で電源を入れてください。
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3.7. マスタマシン復旧

◆ リストアの進捗状況確認（１）

◼ Webコンソール画面でもリストアの進捗状況を確認できます。

◼ リストアを実行しているマシンの「シナリオ実行中」をクリックすることでリストア

の進捗状況を確認できます。

win10

win10
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3.7. マスタマシン復旧

◆ リストアの進捗状況確認（２）

◼ マスタマシンの画面では、リストアの進捗状況が確認できます。

192.168.1.1192.168.1.50 255.255.255.0

192.168.1.1./



4. キッティング作業
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一括OS展開で使用するシナリオの準備を行います。

4.1. 一括OS展開の準備

◆ 一括OS展開のシナリオの作成（１）

◼ 「運用」ビューから、シナリオグループの「Built-in Scenarios」を選択します。

◼ 「シナリオ一覧」の「System_AutoDeploy」にチェックを入れて「シナリオコピー」

をクリックします。

シナリオコピー
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4.1. 一括OS展開の準備

◆ 一括OS展開のシナリオの作成（２）

◼ シナリオ名欄に任意のシナリオ名を入力します。

• 例として「System_AutoDeploy_win10」の名前で説明します。

◼ 「バックアップ/リストア」タブに切り替えて、 イメージファイル欄に対象のイメージ

ファイル名を入力します。

• 例として、「C:¥DeployBackup¥masterimage_win10.lbr」で説明します。

◼ ディスク番号欄に、リストアしたいディスクのディスク番号を指定します。

• 例としてディスク番号1番のディスクにリストアする場合について説明します。

C:¥DeployBackup¥masterimage_win10.lbr

System_AutoDeploy_win10
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4.1. 一括OS展開の準備

◆ 一括OS展開のシナリオの作成（３）

◼ 下方にスクロールして、ディスク情報欄の設定を行います。

• 例として「ディスク番号」は1番目のディスクを指定する場合について説明します。

• ディスク一覧の既定で設定されている行の編集アイコンをクリックします。

• 「ディスク編集」の画面が表示されるので、「ディスク番号(元)」と「ディスク番号(先)」にそ

れぞれ1を入力し、「ディスク全体」のチェックをオンにして、「適用」をクリックします。
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4.1. 一括OS展開の準備

◆ 一括OS展開のシナリオの作成（４）

◼ 下方にスクロールして、「コピー先」欄で「ScenarioGroup-01」を選択して、「OK」

をクリックします。

ScenarioGroup-01
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一括OS展開モードを利用するため、一括OS展開モードをON

にします。

4.2. 一括OS展開モードをON

◆ DPMサーバの詳細設定画面表示

◼ Webコンソール上で、タイトルバーの「管理」をクリックして、「管理」ビューに切

り替えます。

◼ 「管理」ビューから、「DPMサーバ」をクリックして、[設定]メニュー下の「詳細設

定」をクリックします。

192.168.1.1
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4.2. 一括OS展開モードをON

◆ シナリオ完了の判断方法の設定

◼ 「詳細設定」画面が表示されますので、[全般]タブをクリックします。

◼ 「シナリオの完了をDPMクライアントの通信で判断する」のチェックをONにします。

「シナリオの完了をDPMクライアントの通信で判断する」
のチェックをON

「シナリオの完了をDPMクライ
アントの通信で判断する」がOFFの
場合、ディスク複製OSインストー
ルの途中のリストア完了時にシナリ
オ完了となりますのでご注意くださ
い。
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4.2. 一括OS展開モードをON

◆ 一括OS展開モードをON 、一括OS展開の設定

◼ 次に、[一括OS展開]タブをクリックします。

◼ 「一括OS展開を使用する」のチェックをオンにし、各項目の設定を行います。

■対象モデル名について
• モデル名を確認するには、製品本体に貼ってあるシール(装置銘板)で

「型番」を確認してください。詳細は、以下を参照してください。
NEC LAVIE公式サイト「型番・製造番号の確認方法」
https://support.nec-lavie.jp/navigate/support/download/help/Modelconfirm.html

System_AutoDeploy_win10

展開先グループ名：デフォルトの「AutoOSDeployment」のまま
シナリオ名：本書では、「System_AutoDeploy_win10」を入力
OS種別：「Windows 10 or later」選択
OSパスワード: 本書では、「P@ssw0rd」を入力
対象モデル名：本書では、「PC-MJE34BZFC」を設定

https://support.nec-lavie.jp/navigate/support/download/help/Modelconfirm.html
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4.2. 一括OS展開モードをON

◆ 一括OS展開の設定完了

◼ 一括OS展開の各項目設定後、「OK」をクリックします。

◼ 注意喚起の画面が表示されます。「OK」をクリックします。

◼ 次に、サービス再起動実施の通知が表示されます。「OK」をクリックします。

System_AutoDeploy_win10
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4.2. 一括OS展開モードをON

◆ 一括OS展開中のWebコンソール表示、サービス再起動

◼ 一括OS展開モードが有効に設定すると、特殊なモードであることを注意喚起するため、

Webコンソールの表示は以下のように橙色の表示となります。

◼ 一括OS展開の設定を反映するため、OSのサービス画面([スタート]→[Windows管理

ツール]→[サービス])にて以下のサービスを再起動します。

• DeploymentManager Backup/Restore Management

• DeploymentManager PXE Management

192.168.1.1
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準備ができましたので、キッティング対象のPCに対するキッ

ティング作業を開始します。

4.3. キッティング作業

◆ キッティング対象のマシンの準備

◼ マシンに、ACアダプターとLANケーブルを接続します。

◼ デスクトップPCの場合は、ディスプレイとキーボードも接続してください。

◼ 接続を終えたら電源ONボタンを押し、起動します。
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4.3. キッティング作業
◆ ネットワークブートの設定、再起動

作成したWindows PEイメージをネットワークブートするための設定を行います。

◼ キッティング対象のPC初回起動時にBIOS設定のツールを起動します。

• 本書で紹介するPC-MJE34BZFCでは、電源を入れた後すぐに[F2]を数回押します。

◼ デバイスのブート順位の変更やネットワークブートの有効化を行い、DPMで管理する

NICでネットワークブートを行うように変更します。

• MJE34/B-Cでは、「Startup」メニューで、「First Boot Device」を「Network」に設定します。

次に、「Startup」メニューで、「First Network Device」を「Network 1」に設定します。

• MJE34/B-Cでは、 「Devices」メニューにある「Network Setup」メニューで、「PXE IPV4 

Network Stack」を「Enabled」に設定します。

◼ 設定を保存して(PC-MJE34BZFCでは[F10]押下)、再起動を行います。

複数のNICが搭載されたマシンをDPMに登録する場合、
DPMで管理を行うNICのみHDDより上位に設定し、それ

以外はHDDより下位に設定してください。

ネットワークブートの有効化
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4.3. キッティング作業

◆ PCの自動インストール(ディスク複製インストール)中

◼ キッティング対象のPCの再起動後、DPMによるディスク複製インストールの処理が自

動的に起動します。

◼ 自動インストールの処理中は、キッティング対象のPCの画面で以下が表示されます。

• 処理のフェーズにより、異なる画面が表示されます。

• 処理中にマシンが何度か再起動されますが、次ページの状態にならない場合は、処理が完了して

いませんのでそのままお待ちください。
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4.3. キッティング作業

◆ 処理完了の確認、電源OFFの操作

◼ 自動インストールの処理が完了すると、キッティング対象のPCの画面に、以下の完了

通知が表示されます。

◼ 「OK」をクリックすると、ログオフされ、ログイン画面が表示されます。

◼ ログイン画面では、ログインは行わずに、電源ボタンを押し、シャットダウンしてく

ださい。

■自動インストールの完了時の動作変更方法
• 上記の完了の通知画面を表示せずに、自動インストールの処理完了時に、

電源OFF状態に動作を変更することも可能です。
変更方法は下記マニュアルを参照してください。

• 「WebSAM DeploymentManager Windows PE版Deploy-OSの利
用ガイド」の 「4.5.1.3. マスタイメージ作成の準備をする」

• 「WebSAM DeploymentManager 一括OS展開の利用ガイド」の
「4.4. 一括OS展開の完了を確認する」
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4.3. キッティング作業

◆ キッティング済のマシンの梱包作業

以上で、キッティング対象のPCは出荷できる状態です。

◼ キッティング対象のマシンのACアダプター、LANケーブル、ディスプレイ、キーボー

ドの接続を外し、梱包作業を行います。

◼ キッティング対象のPCが残っている場合は、「4.3. キッティング作業」の始めに戻っ

て作業を実施してください。
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キッティング作業が完了しましたので、一括OS展開のモードをOFF

にします。

4.4. 一括OS展開モードをOFF

◆ 一括OS展開中のWebコンソール表示

◼ キッティングの作業が完了したら、DPMを通常のモードに戻します。

◼ Webコンソール上で、タイトルバーの「管理」をクリックして、「管理」ビューに切

り替えます。

◼ 「DPMサーバ」をクリックして、[設定]メニュー下の「詳細設定」をクリックします。

192.168.1.1
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4.4. 一括OS展開モードをOFF

◆ 一括OS展開の設定変更

◼ 「詳細設定」画面が表示されますので、[一括OS展開]タブをクリックします。

◼ 「一括OS展開を使用しない」のチェックをオンにし「OK」をクリックします。

◼ サービス再起動実施の通知が表示されます。「OK」をクリックします。
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4.4. 一括OS展開モードをOFF

◆ 一括OS展開モードOFF後のサービス再起動、 Webコンソール表示

◼ 一括OS展開モードを無効に設定すると、Webコンソールの表示色は、以下のように元

に戻ります。

◼ 一括OS展開オフの設定を反映するため、OSのサービス画面([スタート]→[Windows管

理ツール]→[サービス])にて、以下のサービスを再起動します。

• DeploymentManager Backup/Restore Management

• DeploymentManager PXE Management

192.168.1.1
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キッティングの結果を確認するため、CSVファイルのレポート

を出力して確認します。

4.5. キッティング作業結果確認

◆ マシン情報出力の操作実行

◼ 「運用」ビューから、グループ「AutoOSDeployment」を選択し、「操作」

メニューの「マシン情報出力」をクリックし、任意のファイル名で保存しま

す。

192.1...

192.1...
192.1...

192.1...
192.1...
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4.5. キッティング作業結果確認

◆ CSVファイルの閲覧、確認

◼ 「マシン情報出力」により出力されたCSVファイルを、エディタやExcelなどで表示し

て、キッティング作業の結果を確認します。

◼ 「シナリオ実行状態」の列の表示が「実行完了」の場合、各PCのキッティングの処理

が正常に完了していることを確認できます。

◼ 「実行完了」以外になっている場合は、 「WebSAM DeploymentManager 一括OS展

開の利用ガイド」の「6. 注意事項、トラブルシューティング」を参照して、エラー原

因を特定して、問題解決後に再度キッティングを行ってください。
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5. トラブルシューティング

◆ 「WebSAM DeploymentManager 一括OS展開の利用ガイド」の「6. 注

意事項、トラブルシューティング」を参照して、問題解決を行ってくだ

さい。
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付録. PCのMACアドレス、UUID確認方法

◆ PCのMACアドレス、UUID確認方法について

◼ 確認対象のPCにログインして、コマンドプロンプトを起動します。

◼ MACアドレス

次のコマンドを実行します。物理アドレス列の情報がMACアドレスです。

◼ UUID

次のコマンドを実行します。

>getmac -V

接続名 アダプター 物理アドレス トランスポート名

=============== =============== =================== ==========================================================

LAN1 Intel(R) Ethern 00-0C-29-99-D1-59 ¥Device¥Tcpip_{2FC7B6BE-0F3D-421B-9B5E-C259204325A0}

>wmic csproduct get uuid

UUID

564D34B9-B1A7-D188-960C-40B18A57E269
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WebSAMに関するお問い合わせ先

お問い合わせ先／製品ご紹介サイト

※本資料に掲載の会社名、製品名は各社の商標または登録商標です

NEC ファーストコンタクトセンター ソフトウェアお問合せ窓口

http://jpn.nec.com/websam/deploymentmanager/

検 索ＷｅｂＳＡＭ

ＴＥＬ：0120（58）0595

受付時間：9：00～12：00 13：00～17：00 月曜日～金曜日（祝日・NEC所定の休日を除く）


